
 

会 員 規 程  
 

第１章 総 則 

（目的） 

第１条 この規程は、公益社団法人茨城県理学療法士会（以下、「本会」という。）の定

款第５条から第８条の規定に基づき、本会への入会、異動、休会、復会及び退会並び

に会費に関し必要な事項を定めることを目的とする。 

 

 

第２章 正会員 

 

（協会会員） 

第２条 定款第５条第１号に規定する正会員は、公益社団法人日本理学療法士協会（以

下、「協会」という。）に所属するものとする。 

 

（入会手続） 

第３条 本会の正会員になろうとする者は、協会所定の手続により、入会申し込みを行

わなければならない。 

 

（休会、退会、復会、異動手続） 

第４条 正会員は、休会、退会、復会及び異動の手続は、協会所定の手続により行わな

ければならない。 

 

（会員資格の喪失） 

第５条 正会員は、定款第１０条に定める場合のほか、協会の会員資格を失ったときは、

本会の会員たる資格を失う。 

 

（休会） 

第６条 正会員は、理事会の承認を得て、期間を定めて休会することができる。休会中

は会費を徴収しないものとし、本会からの連絡は行わない。 

 

（年会費） 

第７条 本会正会員の年会費は、１０，０００円とする。なお、年会費は原則として当

該事業年度が始まる前日までに全額を納付しなければならない。 

２．前項の規定にかかわらず、協会が定める会費割引制度の対象となった正会員の年会

費は、次のとおりとする。 

（１）育児休業割引対象会員 ５，０００円 

（２）シニア割引対象会員 ５，０００円 

 

 

第３章 賛助会員 

 

（賛助会員の目的） 

第８条 定款第５条第２号に規定する賛助会員は、定款第３条の目的に賛同し、事業の

推進を援助することを目的とする。 



 

 

（賛助会員の資格） 

第９条 賛助会員は、定款第５条第２号に定める個人又は団体で、理事会の承認によっ

て入会するものとする。 

 

（本会と賛助会員の関係） 

第１０条 本会と賛助会員は、相互に密接に連携をとり、理学療法の普及と発展に寄与

しなければならない。 

２ 賛助会員は、毎年、会費を納入しなければならない。納入された会費は本会予算に 

計上し、事業費に充てる。 

３ 本会は、賛助会員に対し、正会員と同様に本会が発行する刊行物等及び本会事業の

案内を送付する。 

４ 賛助会員は、本会が主催する学会、研修会等の事業に参加することができる。 

 

（年会費） 

第１１条 賛助会員の年会費は、１口１０，０００円とする。なお、年会費は原則とし

て毎年６月１５日までに全額を納付しなければならない。なお、会費を１年間未納の

場合は、次条の優遇の効力を失う。 

 

（優遇） 

第１２条 賛助会員に対する優遇は次のとおりとする。 

  （１）リハビリテーションに関する設備、機器等の開発、改良、情報について、本

会の指導、助言を得ることができる。 

  （２）本会の主催する学会・研修会等で、リハビリテーションに関する発表、機器

展示等の機会を与える。 

 （３）本会の発行する会員名簿、機関誌、ニュース等に、名称・住所・電話番号・

営業品目を掲載する。 

  （４）本会の発行する機関誌、ニュース等に広告を掲載する。広告のサイズはＡ４

の１／３サイズとする。 

 

 

第４章 名誉会員 

 

（名誉会員の目的） 

第１３条 定款第５条第３号に規定する名誉会員は、定款第３条に掲げる目的に賛同し、

本会の円滑な運営を図るとともにその発展に寄与することを目的とする。 

 

（選任基準） 

第１４条 名誉会員の選任基準は多年にわたり本会に在籍し、理学療法の進歩と発展に

顕著な功績が認められた６５歳以上の会員の中から、理事会が推薦して総会で承認を

得た者とする。 

 

（任期） 

第１５条 名誉会員は、本人の申し出及び本会の名誉を著しく損なわない限り、永久に

会員資格を与える。 

 



 

（年会費） 

第１６条 名誉会員は、会費を納めることを要しない。 

 

（待遇） 

第１７条 名誉会員に対する待遇は次のとおりとする。 

 （１）名誉会員に推薦された者は、入会手続を経ることなく、本人の承諾をもって名

誉会員となるものとする。 

 （２）名誉会員は、本会が主催する学会・研修会・懇親会等すべての行事への参加及

び本会が発行する刊行物等は無料とする。  

 

（委任） 

第１８条 この規程に定められていない事項及びこの規程の施行に関し必要な事項は、

理事会の決議を経て会長が別に定めるものとする。  

 

（規程の改廃） 

第１９条 この規程の改廃は、理事会の承認を得て、総会の決議により行うものとする。 

 

 

附則 

１．この規程は、平成２７年６月２８日から施行する。 

２．賛助会員優遇規程は廃止する。 

３．名誉会員規程は廃止する。 

４．この規程は、平成２８年６月２６日一部改正により施行する。 

  なお、第 7条の年会費の割引制度は平成２９年度会費分から適用する。 

５．この規程は、平成２９年６月２５日一部改正により施行する。 

  なお、第 7条の年会費の納入期限は平成 30年度会費分から適用する。 

 

 

 

 

 


